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研究成果の概要（和文）：今日のリスク社会、監視社会、そして個人化を行方について、一定の

視角を獲得することができた。その成果は、以下に示す論文、著書において明らかにしている。 

得られた重要な結論は以下の各点である。①今日のリスク社会においては、リスクと監視と個

人化が密接に関連し合っており、それぞれの事象は、深い繋がりを持ちつつ同時に進行してい

るという点。②そのような現代社会と見る視角として、新たに、ディアボリックな視点が強調

されるべきであり、これまでのようなシンボリズムに立った社会理論形成は限界を呈しつつあ

るということ。 

 

研究成果の概要（英文）：Several important results were acquired about present day 

risksociety, surveillance society and individualization. They are made public in the 

following academic papers and books. 

Important results gained in this study are two points. (1)Risk, surveillance and 

individualization have close relation in our risk society. (2)In order to understand this 

situation, new theoretical standpoint should be required that is based not on the 

symbolism but on the diabolism. 
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る近代批判、あるいは「リスク社会」と「監

視社会」という新たな状況に直面して、理論

的にも実践的にも多くの課題と困難を抱え

ている。より具体的には、ネオリベラリズム

の進展とポスト福祉国家における「社会」的

なものの危機、リスクの個人化がもたらす

「個人」的なものと社会的なものの断絶ある

いは境界の曖昧化、そしてそこから派生する、

「連帯」「道徳」「信頼」などの、これまでの

社会を可能にしてきた社会的装置の信憑性

と妥当性の喪失などである。 

 

 

２．研究の目的 

 

現代社会において「社会的なもの」はいか

にして再概念化され、「個人」はどのような

ものとして表象されるべきなのかを明らか

にすること。もしも個人と社会が、近代社会

学が想定していたような仕方で結びつかな

いのならば、一体、社会と個人という二つの

概念はどのようにして可能となるのか。これ

をある一定の段階まで見極めることが課題

である。 

 

 

３．研究の方法 

 

第一は、古典的理論と現代的理論の対比か

ら、個人と社会を対照項として設定すること

の理論的妥当性を検証することである。 

第二は、上記の理論的吟味から得られた結論

から現代社会理論を再構成し、リスクと監視、

ポスト福祉国家とリスクの個人化、ネオリベ

ラリズムと「社会の終焉」などのテーマを再

考することである。 

 

 

４．研究成果 

 

リスクに対応して、信頼と連帯を新しく作

り出そうとする試みは、ディアボリックなも

のの自覚なしには危ういものとなることが

明らかとなった。リスク社会を、人々の結合

と、個人と社会の結びつきのみを指向する社

会モデルで説明することは困難であろう。個

人化するリスク社会において、我々は善くも

悪しくも分離されており、それを踏まえて初

めて、新しい形での個人と社会のあり方が構

想されるはずであるという結論が得られた。 

その内容は、以下に記す学術論文と学会報告、

並びに著作において公開された。 
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